






要約:全国調査により登録された JRA 患児 569 例について検討した。全身発症型 307 例、

多関節型発症型 142 例、少関節発症型 120 例で、すでに寛解した例は全身型で 46%、多関

節型で 22%、少関節型 36%であったが、全身型の 8%、多関節型の 20%が stage Ⅲ, IV に進

行していた。治療は全身発症型では、NSAIDs のみが 35%、副腎皮質ステロイド剤併用例が

35%、DMARDs が 35%、免疫抑制剤が 27%に使用され、多関節型でも DMARDs、免疫抑制剤が

各々 30%に使用され、特に MTXの使用頻度が高かった。


